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○ フロンティア医工学センター

• 平成15 年に医学・工学の枠を超えた医工学の研究機関として設立

• 高精度な診断・治療機器，QOL向上を実現する福祉機器を研究開発，製品化を目標

• 工学部，医学部の教員・研究者，技術職員で構成

• 生命科学実験関連設備，X 線CT 撮影装置，オープン型MRI 装置

• 医工学研究の成果を迅速にテスト確認

• 医用内視鏡や超音波診断装置に搭載される画像処理法，がん温熱治療用アンテナ等，
医療用機器・器具やシステムの技術移転と製品化

X 線CT 撮影装置 オープン型MRI 装置



技術スタッフとして医工学分野の教員, 学生に対し
ものづくり及び研究教育のサポート

 医用デバイスのデザイン設計製作(CAD/CAM/CAE)

 研究指導/アイデア提案(機械/ハードウエア系テーマ学生)

 論文/学会発表資料作成指導

 設計製作指導(CAD/CAM, 工作機械)

 留学生向けの英語講義・研究紹介

 センター・教員の広報活動

千葉大学フロンティア医工学センターでの業務紹介

2022年8月19日
4



5

入職当初は机しかなく、部屋もなかった…。
無料の設備・工具等のカタログを取り寄せ、
ひたすら読み込む日々

そこから設備を導入(工作機械、ソフトウエア、実験装置等)
していった

センターにおいてハードウェア試作を担当する技術職員は
一人のみ

業務を遂行していくには効率的な開発環境構築が必要

職員自身のスキルアップも重要

千葉大に入職後

2022年8月19日
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○職場紹介

試作開発による教員・学生の
サポート

CAD・CAM 3Dスキャナ
リバースEg

工作機械

技術職員(Ph.D.)２名

・ハードウエア担当

（機械）

・ソフトウエア担当
（電気・情報）

シミュレーション メカトロ実験

NC切削機

3Dプリンタ レーザーカッター
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担当する医用デバイスのデザイン設計製作テーマ

福祉・医療デバイス
目的・意義：患者・障がい者・高齢者等の生活の質(QOL)向上

義肢・リハビリ
デバイス

手術ツール・
デバイス

診断デバイス

義手

指部
リハビリ

下肢
リハビリ

手術
ハサミ 毛細血管

観察装置

腹腔用手術
ツール

フェイス
シールド

K. Shiota et al., 
Robotics and 
Autonomous 
Systems 111, 
2019
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開発の流れ：意匠形状デザイン、切削加工、組み立て、
人間工学による評価（人間中心デザイン、感性/生理的評価）

製品化&受賞

CADモデリング・CAM

 操作性向上と疲労低減を目標

従来鉗子＆粘土

NC加工

組立

評価

トライ＆エラー
最終形状

決定

筋電位による評価
(Y. Shimomura,  H. Shirakawa, 
M. Sekine, T. Katsuura and
T. Igarashi, Ergonomic design 

and evaluation of new 
surgical scissors, Ergonomics,
2015)

開発例1: 手術用ハサミ

主な担当部分
https://www.g-mark.org/award/describe/34509

製造：(株)東光舎

https://www.g-mark.org/award/describe/34509
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千葉大学医学部附属病院から保護具調達困難のため製作を依頼される
ICU(集中治療部)スタッフからヒアリングし、各種要求機能を設計約2週間で自作量産・提供

 容易な滅菌作業性 － 頭固定ゴムやスポンジがないシンプル性

 現場作業での快適/安全性を両立した軽さ・強度・サイズ

 フィルム部の高透明性

開発例2：フェイスシールド (2020年4月)

図2. ICUにおける使用

図3. 事務部対面業務における使用
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千葉大の業務紹介

 広報物(パンフ/ポスタ/ビデオ)デザイン編集(Adobeソフト)

 安全衛生管理/教育, 職場巡視

 SD研修実行委員長

自部局イベントフライヤ－

大学・部局運営関係

心肺蘇生法 実演指導
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研究活動について

 2015年に博士学位取得(千葉大 社会人学生)

 科研費 代表 5件

 海外の国際学会参加はモチベーションの1つ

 英文要旨執筆、発表、外国人とのコミュニケーション
による語学スキルアップにも繋がる



○ 西千葉地区事務部 理工系総務課技術グループ(2021年4月発足)の体制

https://www.se-tech.chiba-u.jp/group/

5名
4名
1名

1名

• グループの総括、開発加工チームの業務

• 現場技術担当業務 ﾌﾛﾝﾃｨｱ医工学ｾﾝﾀｰ

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ(TL)1名

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ(SL)1名

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ(TL)1名

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ(SL)1名

(GL)

• グループ各種活動業務

• 現場技術担当業務

理学部 極低温室

工学部
物質科学ｺｰｽ
共生応用化学ｺｰｽ
情報工学ｺｰｽ

共用機器ｾﾝﾀｰ

海洋ﾊﾞｲｵｼｽﾃﾑ研究ｾﾝﾀｰ
小湊
銚子実験場

1名

1名
1名

1名

3名
2名
2名

• グループ各種活動業務

• 現場技術担当業務

工学部
電気電子ｺｰｽ
機械工学ｺｰｽ
建築学ｺｰｽ

ﾌﾛﾝﾃｨｱ医工学ｾﾝﾀｰ
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※再雇用技術職員(2名)を含む



https://www.se-tech.chiba-u.jp/

リーダー会：
月一開催、各種方針や
決定事項の話合い
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○ 学内の教室系技術職員の配置状況 ○ 理工系総務課技術グループの役割

① 担当現場(各学部コース、各センター)
における教員、学生への教育研究に
関する技術的支援
(従来からの全学技術職員が持つ基本的役割)

② 技術職員の資質の向上とそのための
環境構築

 技術研修会の企画、運営

 組織予算を個人スキルアップへ配分

 科研費申請に係る支援活動

 分野を越えた組織内WG活動

 技術情報の共有

 技術・相対的視点での人事評価(補助)

(組織所属の技術職員の特有の役割)

②組織内活動により従来業務①の
レベルUPに繋げることができる

附属病院

亥鼻地区
(医・薬・看護学部・真菌ｾﾝﾀｰ)

西千葉地区 23名
技術組織：西千葉地区事務部
理工系総務課 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(理･工学部･共用機器･海洋ﾊﾞｲｵ･
ﾌﾛﾝﾃｨｱ医工学ｾﾝﾀｰ担当)

・技術専門員(GL)
・技術専門職員
・技術職員
・再雇用技術職員

柏の葉地区
(環境健康ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学ｾﾝﾀｰ担当)

松戸地区
(園芸学部)

1名
14名
6名
2名

https://www.pref.c
hiba.lg.jp/kouhou/
map.html
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墨田地区
(東京都墨田区)

西千葉地区の
技術職員(1名)
がデザイン・リ
サーチ・インス
ティテュート
(DRI)での活動
を支援



○ 理工系総務課技術グループの主な取り組み

1. 本学技術職員交流研修会の企画運営(1-2回/年、これまで1１回開催)

• 全学職員が対象(これまで全地区の技術職員が参加)

• テーマ：業務/取組/技術紹介、研究活動、科研費、マイコン実習、職場見学など

2. 各個人のスキルアップ活動

• 各職員の希望する活動を公募、各申請を精査・採択し、技術グループ予算を各個人のスキルアップ活動に配分

• 対象となる活動費: 外部技術ｾﾐﾅｰ・研究会参加や出張旅費、資格取得の費用、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸでの必要経費(実験での試薬等)等

• 採択者に対し、研修会にて活動内容を発表することを義務化 → 技術的経験を各職員と情報共有

3. 科研費(主に技術職員向けの種目である奨励研究)申請の推進、サポート活動

• 採択経験者が申請希望者への申請サポート(申請方法を教えたり、申請書の書き方指導、チェックや助言)

• 採択されれば上記2の、グループ予算からの個人活動費支出の削減にもつながる(研究会参加費等が、科研費からの支出に代わるなどして)

• 組織化前に比べ、R3年度は申請数が大幅に向上

4. 分野を跨いだWG活動

• 複数のコース、センターの職員が定期的にグループ活動を実施

• 分野や担当現場は異なるが、計測機器を扱うという共通点を持ち、情報共有や職場見学、勉強会を行っている

5. 技術相談ネットワーク

• 教員、学生の技術的質問相談について、多分野間を網羅する技術グループ内のメーリングリストで展開・照会

6. 人事評価(補助)

• グループ化によりグループリーダーとなる技術専門員が人事評価における評価補助業務に従事

7. 事務部との連携、教員－事務部間の橋渡し

• 組織運営に関わる様々なことついて相談し、助言を得ることでノウハウ・知識を得ることに繋がる
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